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A1)地質環境の初期状態の理解： 

地質環境中の物質移動特性やそれに寄与する個別の現象を把握する
ための調査技術や解析評価技術を整備 
 

岩盤中の物質の移動経路を把握するための調査技術開発として， 
 岩盤中に認められる割れ目などのタイプ分類により原位置物質移動試験を実施する対象

を明確化 
地上からのボーリング調査，研究坑道掘削時の調査，研究坑道からのボーリング調査により， 

【瑞浪：結晶質岩】 

充填鉱物や母岩の変質などに着目し，物質移動の経路となりえる断層や割れ目を地質学
的な観点で5つに分類 

【幌延：堆積岩】 

割れ目の性状や挟在物の有無などに着目し，不連続構造を地質学的な観点から4つに分
類 
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成果ダイジェスト メッセージ案（物質の移動） 



A1)地質環境の初期状態の理解：（続き） 
 

岩盤中の物質の移動に寄与する現象の把握のための調査技術開発として， 
 地下水中の有機物に着目した拡散系での物質の収着・拡散現象はモデル化可能 
 サイズ分画ごとの希土類元素濃度の分析結果，熱力学計算から，希土類元素は有機物（フミン酸）と錯体を形成

かつコロイド態で存在 

元素－有機物－母岩三元系における有機物錯体の堆積岩へのマトリクス拡散は，ほとんど起こらない 

三元系における三価元素のマトリクス拡散は，有機物との錯形成モデルと岩への収着・拡散モデルで記述可能 
 

 地下水中のコロイドが地質環境中の物質の移動現象に及ぼす影響の有無は，元素の種類
やコロイド生成環境により異なる 
ボーリング孔において，湧水圧を利用して，限外ろ過法により地下水中のコロイドを捕集するシステムを構築 

低分子シリカはUのキャリアーとなるが，有機物コロイドはSe, Sr, I, Cs, ThやUなどのキャリアーにならない 

幌延の地下水環境では希土類元素がフミン物質等と疑似コロイドを形成し，地下水中を移動する可能性あり 
 

 地下水中の微生物活動が地質環境中の物質の移動現象に及ぼす影響を評価するための
調査・分析手法を整備し，適用性を確認 
ボーリング掘削水の汚染に関し，紫外線で滅菌してから使用するシステムを構築し，掘削水中の生菌数を低減 

原位置の物理化学パラメータ取得のため，ボーリング孔の孔内部・孔外部の循環ライン上で水質モニタリング可能な
システムを構築し，さらに加圧ろ過タンクを導入して採水時のモニタリングへの影響を低減 

地下水への電子供与体添加後の微生物遺伝子解析では電子供与体の種類により優勢種の相違が発生 

幌延の地質環境では，大気暴露により間隙水は酸化状態となるが，大気と遮断されると微生物作用により速やか
に還元状態へ回復 

バイオフィルムが岩石表面を覆うことにより元素はバイオフィルムにゆっくり拡散されるが，非常に高濃度に収着さ
れ，その後，岩石へのマトリクス拡散が生じる 11 

成果ダイジェスト メッセージ案（物質の移動） 
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成果ダイジェスト メッセージ案（物質の移動） 

A1)地質環境の初期状態の理解：（続き） 
 

岩盤中の物質の移動特性を把握するための調査技術開発として， 
 地質環境中の物質の移動特性に関する各種パラメータの取得技術として，多様な地下環

境に対応可能な原位置試験装置および試験手法を構築 
結晶質岩を対象として開発されたトレーサー試験装置の適用性の検討に着手 

ダイポール試験を実施可能な試験機器を開発し，試験区間からのガス排出機構および試験区間に
おける遊離ガス発生を抑制するパッカー拡張手順の構築により溶存ガス環境下でも精度の良いデー
タ取得が可能 

ガス影響の排除効果を区間内流体圧縮率から確認することで，試験結果の信頼性を向上 

原位置試験の実施により試験機器および試験手法の適用性を確認 
 

 地質環境中の物質の移動特性に関する各種パラメータの取得技術として，トレーサー物質
の原位置分析技術を開発 
結晶質岩を対象として開発された収着性物質の使用も可能なトレーサ試験装置と，試験結果から物
質移動パラメータを同定する手法の適用性確認に着手 

トレーサーにウラニンを用い，光ファイバーを介したフローセルによる原位置蛍光分析技術の堆積岩
環境への適用性を確認 

非収着性トレーサーとして重水素（吸光光度計により分析）の適用性を確認 
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成果ダイジェスト メッセージ案（物質の移動） 

A1)地質環境の初期状態の理解：（続き） 
 

安全評価研究に資する物質移動特性の解析評価技術（調査計測，モデル化，評価，
パラメータ設定手法） 開発として， 
 割れ目の透水不均質性を考慮した物質移動解析や幌延URL250m調査坑道で得られた原

位置試験データ解析を実施 
割れ目の透水不均質性を考慮した物質移動シミュレーション結果から，原位置試験実施後の解析
評価時に導出される物質移行パラメータをよりバラツキ小さく導出できる試験条件を提示 

250m調査坑道での原位置トレーサー試験結果に基づく1次元解析解を用いた試解析により，複数
経路（2経路）の存在を示唆する結果を提示 

 調査等で得られた知見や解析に基づく原位置試験計画手法を提示 
精密調査後半で実施する原位置試験時に重要な知見 

割れ目の透水不均質性を考慮した物質移動解析や250m調査坑道で得られた原位置試験データに
基づく物質移動の割れ目面内不均質挙動のモデル化による原位置試験計画の詳細化 









A1)地質環境の初期状態の理解： 
岩盤中の物質移動特性やそれに寄与する現象を適切に把握するための調査解析技術の開発
および事例の提示 
 物質移動経路となる構造を理解し，抽出・把握するための調査技術開発が必要 

 物質移動特性に寄与する要因を把握するための原位置・室内調査技術の開発が必要 

 多様な地質環境中の物質移動特性を把握可能な原位置調査技術の構築と試験手法・分析手法・解
析評価手法の整備が必要 

 

A2)地質環境の短期変動・回復挙動の理解： 
地下施設近傍領域の物質移動特性の変化や不均質性分布を把握するための調査解析技術の
開発および事例の提示 
 EDZの物質移動に寄与する構造や物質移動特性及びその変化を把握可能な調査評価技術の開発が

必要 

 地下施設近傍領域の物質移動特性の三次元的な不均質性分布やその変化を把握可能な調査評価
技術の開発が必要 

 

A3)地質環境の長期変動・回復挙動の理解： 
地下施設近傍・遠方領域を含めた物質移動特性の長期変動を理解・評価するための調査解析
技術の開発および事例の提示 
 地質構造発達・地質環境変動に伴う地下施設近傍・遠方領域の物質移動特性・経路の長期変動幅を

推定可能な調査評価技術の開発が必要 

 地質学的時間スケールでの物質移動特性変動のモデル化技術の開発が必要 
 

 URLでの研究を通じた事例の提示が必要 

 安全評価手法・モデルの構築・高度化へのデータ提供と成果の反映が必要 17 

今後の課題 メッセージ案（物質の移動） 


